
様式９（添付１－４） 

平成  年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 

（Ⅱ 定住外国人の子供の就学促進事業） 

事業内容報告書の概要 

都道府県・市区町村・協議会名【 袋井市 】  

 

平成２９年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

１．事業の実施体制 

    

 

 

 

 

２．具体の取組内容   

 ◎不就学外国人の子供への対応 

    ◆電話連絡および家庭訪問 

      ６月に不就学該当児童生徒の家に家庭訪問し、就学s状況を確認する。 

 ◎外国人児童生徒の日本語習得、学習習慣確立のための教室開設 

    ◆初期支援教室の実施  

場所：育ちの森教育関係事務所内 初期支援教室 

      参加者：年間２７人（平成３０年２月１日現在） 

    ◆放課後日本語教室（TERRA-KOYA） 

      場所：空き教室（市内１７カ所） 

      参加者：９２人 

    ◆夏休み学習室 

      場所：空き教室（市内１１カ所） 

      参加者：３９人 

 ◎地域独自の活動 

    ◆進路ガイダンス 

      対象：小学５年生から中学３年生の児童生徒及び保護者 

      内容：日本の教育制度（高校進学についてなど） 

    ◆入学ガイダンス 

      対象：平成３０年度入学児童とその保護者 

      内容：日本の学校生活についてなど 

３．成果と課題     

  不就学児童生徒の家を訪問し、就学状況を確認することで市内在住の外国人児童生徒の就学状況を

確実に把握できている。外国人学校へ就学しているが、保護者が在学証明書を出し忘れている状況がほと

んどで、不就学の児童生徒はほとんどいない。この様な状況も外国人支援員がいないとわからないことであ

った。 

 初期支援教室をはじめとした学習支援は、学習習慣が身についていない児童生徒にとって大変意義深

いものとなっている。個別支援に近い状態での学習支援が可能となり、児童生徒にとっては学習のつまづき

をその場で確認でき、学習方法のアドバイスをもらえるなど児童生徒にとって安心感がえられる活動となっ

ている。 

  進路ガイダンス、入学ガイダンスは保護者にとっても児童生徒にとっても、日本の学校、日本の社会では

初期支援、後支援 
 【適応支援】 
外国人支援員（教員免許）１ 

外国人支援員（ポ語対応）３ 

学校配置・巡回等 
【学習・生活支援】 
巡回支援員（ポ語対応）２ 

巡回支援員（中語対応）２ 

常駐支援員（ﾎﾟ議対応）３ 

袋井市教育委員会 
転出入手続き面談など 

嘱託職員(ポ語対応) １ 

学校 支援 



何が必要かを知る大切な機会となっている。また、同じ年齢の児童生徒をもつ保護者の情報交換の場とな

っていることもあり、大変有意義な会となっている。 

 外国人児童生徒の増加に伴い、益々支援のニーズは高まり、多様性を帯びてきている。言語によるつま

ずきであるのか、特別支援が必要なのかなど児童生徒の表れからわからない状況もあり、多くの支援員が必

要である。人材の確保が急務である。 

４．その他（今後の取組等） 

  袋井市としては、今後も今年度同様の支援を考えている。より多くの外国人児童生徒とその保護者が市

で主催する様々な会に参加するよう、広報活動を行っていくことが必要であると考える。今後、その様な取

組を進めていく。 

※ 枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない。） 

 

 

 

 

  


